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委員意見、修正項目等 

１ はじめに 

 

検討の背景  

 

 

・法人格を追記する。 

 

・長田野工業団地利活用増進計画の計画期間を追記し、延長されていることを明示する。 

 

・その他、表現や文言を統一する。 

 

 

２ 福知山市企業交流プラザの現状 

 

(１)施設の沿革 

 

 

・法人格の変更を追記する。 

 

 

３ 本検討会での検討内容 

 

(５)福知山市企業交流プラザに望まれる機能について 

 

 

・各見出しの「について」を削除する。 

 

・「オープンイノベーション」を「イノベーション」に統一する。 

 

・その他、表現や文言を統一する。 

 

 

４ 福知山市企業交流プラザの施設更新に向けて[提言] 

 

・順序の変更 ⑴施設の場所を⑶とする。 

 

・順序の変更 ⑶施設の機能を⑴とする。 
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(１)施設の機能 

 

 

・多岐にわたる機能を以下のとおり分類する。 

〇企業の交流や連携を主目的とした機能を充実及び付加することが必要である。 

①立地企業や地元企業との交流・研究・商談のきっかけづくりの場 

②立地企業や地元企業を含めた雇用確保の場 

③時代のニーズに応じた合同研修の場 

〇その他の機能 

①災害対策本部を強化する機能を付加することが必要である。 

②高等教育機関、研究機関、企業等の交流・研究拠点機能を付加することが必要である。 

 

・その他、表現や文言を統一する。 

 

 

(２)施設の規模 

 

 

・駐車場の規模に関して、施設の機能や規模を踏まえて適切に整備することを追記する。 

 

・既存敷地は傾斜があるため、特にバリアフリーの視点を重視し、子ども、高齢者、障害のある方々

が円滑に移動できる設計が求められることを追記する。 

 

・その他、表現や文言を統一する。 

 

 

 

(３)施設の場所 

 

 

・表現や文言の統一する。 

 

 

(４)マネジメントの体制 

 

 

・施設は府から市への譲渡後も、その目的を継承された施設であることを追記する。 

 

・立地企業と地域の持続的な発展について追記する。 

 

・その他、表現や文言の統一する。 
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(５)環境配慮 

 

 

・福知山市がめざすゼロカーボンシティの方針に加え、CO2排出量が多い産業集積地として、長田野

工業団地での脱炭素に向けた取り組みの必要性を追記する。 

 

・地域産木材の使用が循環型社会への貢献にもつながること追記する。 

 

・雨水利用を追記する。 

 

 

(６)施設更新に係る財源 

 

 

・企業による寄付やネーミングライツなど、民間からの資金協力について追記する。 

 

・経費を抑制するため、合理的な設計を取り入れる工夫が求められることを追記する。 

 

・その他、表現や文言の統一する。 

 

 

(７)施設更新にあたって期待すること 

 

 

・表現や文言の統一する。 


